
校長室だより 
 
東日本大震災で被災された方たちのことを思いながらの平成２３年度のスタートとなりました。４月４日の

臨時登校日と翌日の入学式では全員で黙祷をし，子どもたちと一緒に震災で亡くなられた方々への哀悼の気持

ちを表しました。４月になってもときどき余震があり，関東地域に緊急地震速報が出されたときは，授業中で

も校内放送で子どもたちに注意を促すようにしています。また，学校では，節電を心がけるようにし，廊下の

照明を半分にしたり，教室を空けるときの消灯を徹底したりするようにしています。なお，原発事故で放射性

物質による大気汚染が生活に与える影響を心配される方もいらっしゃると思いますが，私たちも決してそれを

軽視することなく，注意深く見守るようにしていかなければなりません。 
 
【たくさんの笑顔】 
 入学式と始業式で子どもたちに話したことは，「すきなことを見つけよう」「素敵な笑顔を大切にしよう」と

いう２つのことでした。新年度が始まってから，学校では毎日たくさんの子どもたちの笑顔を見ることができ

ます。朝校内を歩きながら教室の様子を見て，子どもたちに向かって話をしている教員たちにも笑顔が見られ

ることを嬉しく思っています。また，先日私が昇降口から校舎に入ろうとしたときに３年生の男の子がしばら

くの間，ドアを開けて待っていてくれました。そのような心づかいで「おはようございます」の挨拶に「あり

がとう」という言葉を加えることができたことを嬉しく思いました。 
 さて，「自分は友だちから嫌われているかもしれない。何となく自分に対しての友だちの様子が以前と違う。」

という不安な気持ちを持っていて，それを先生に相談した子がいました。相談を受けた教員はその様子を少し

の間見ていたところなかなか分かりにくかったため，子どもたちに直接話を聞いてみたそうです。そうすると，

その子たちは悩んでいた子のことを避けていたわけでも，嫌いなわけでもなかったことが分かり，お互いの気

持ちを伝え合うことで今は元通りの関係になっているとのことでした。何もなかったと言い切ることはできな

いかもしれませんが，話し合いをきっかけにして子どもたちが前向きになれたことが大切です。こういう事例

は学校ではときどきあります。子どもと教員，そして子ども同士が話をすることで解決できることも多いです

が，それが本当の解決と言えるのかどうかをしばらくは注意深く見守る必要があります。 
笑顔のやりとりは心に蟠りがあるときにはなかなかできにくく，仮にできたとしてもそのぎこちなさは分か

ります。私たちは子どもの表情からそれぞれの心情を汲み取るよう心がけ積極的に声をかけていくようにしな

がら，子どもたちの日々の学校生活を支援していかなければなりません。 
 

【１年生の安全指導】 
 １年生が学校生活に大分慣れてきて，友だちとの楽しい時間を過ごしているようです。休み時間に校庭に出

てみると，「こんにちは」「いっしょに遊ぼう」などと声をかけてくれます。これからしばらくすると，自分の

やりたいことがいくつか見つかっていくことでしょう。また，登校してからの様子を見聞きしていると，着替

えや１日の準備をするのもとても上手なようです。きっとご家庭で着替えや身の回りのことを自分でできるよ

うにご指導いただけているからでしょう。 
 学校での様子は比較的落ち着いてきていますが，やはり心配なのは登下校時の安全とマナーです。毎年のこ

とですが，子どもたち一人ひとりの様子には違いがあり，私たちが望ましいと考えるような行動が子どもたち

だけではとることができないのが実態です。駅での並び方，乗車の仕方，電車の中での過ごし方などを一つひ

とつ子どもたちが理解できるような方法で教えていくことが大切です。保護者の皆さんによる毎日の送り迎え

についてはそろそろ各家庭でその範囲を縮めたり，保護者間で相談をして子どもたちを見守ったりするような

工夫もされておられるかもしれませんが，基本的にはお子さんの指導はその保護者に責任を持って行っていた

だきます。登下校時の子どもたちへの声かけが，一部の送り迎えをする保護者の負担にならないようにするこ

とも大切です。電車内やホームでの子どもたちの間違った行動は，ときに重大な事故に結びついたり，一般の

乗客の皆さんの迷惑になったりしますので，子どもの実態に応じた指導をお願いいたします。学校としては，

今後栗平駅ホームでの整列乗車の指導に力を入れますが，ご家庭でも安全とマナーについてお話をしていただ

きますようお願いいたします。 
 
【小学校前の駐車場の工事】 
 先週から，小学校前の駐車場の拡張・歩道整備の工事が始まりました。工期は７月までの予定です。その間，

保護者の皆様には緊急時のお車での送迎の際に駐車場をご利用いただけないことがあります。お子さんが怪我

をしていて学校までの送迎が必要な場合は，校舎側に車を入れて子どもを乗り降りさせていただけますが，そ

うでない場合は，途中の学園の駐車場でお子さんを乗り降りさせるようにしていただきますようお願いいたし

ます。なお，学校前や周辺の道路に車を駐停車させてしまうと，他の車の通行の妨げになったり，近隣の方た

ちへの迷惑にもなったりします。しばらくの間ご不自由をおかけいたしますが，どうぞご理解とご協力をお願

いいたします。 
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